
基本構想

基本構想で描く「めざすまちの姿」を実現するためには、市民一人ひとりがまちづくりの主役となり、協働
によるまちづくりをさらに深化させる必要があります。そのために、行政は、貴重な経営資源である「ヒト・
モノ・カネ・情報」を有効に活用しながら、市民との信頼をさらに深め、将来にわたり持続可能な行財政
運営を行わなければなりません。

市民との信頼を深める職員・組織づくり
市民との信頼を深めるためには、市民から頼り

にされる「ヒト」が継続して育ち、様々な「情報」を
市民と共有する必要があります。職員が学び合い、
研修機会を充実させ、政策形成能力や協働を推進
するコーディネート能力を高めるとともに、社会
環境の変化に適切かつ迅速に対応できる組織機構
を構築します。職員へは、性の多様性を尊重する
ことを促し、男女共同参画の意識を高めるととも
に、職員の健康やワークライフバランスに配慮し、
適正な定員管理を行っていきます。情報セキュリ
ティ対策に万全を期して個人情報を適切に管理
し、様々な情報をわかりやすく整理し、発信、提
供します。

効率的で効果的な行財政運営を行う
時代とともに多様化していく市民サービスを行

うためには、効率的で効果的に「モノ」や「カネ」を
管理するという行財政運営を行う必要がありま
す。公共施設については、将来の推計人口に対応
するための適切なあり方を見い出すとともに、民
間の知恵と経験を活用します。行政経営的な視点
を取り入れながら計画的な執行管理と財務情報に
関する説明責任の充実による規律ある財政運営を
行います。目的を共有し、時代に見合った行政サー
ビスの品質を確保するとともに、まちづくりの羅
針盤である総合計画の効果的な進捗管理の手法を
確立します。
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